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〈オケラ〉

植村

2月21B,私は1年ぶりに迎えに来たアルゼンチン

海軍の砕氷船で，ブエノスアイレスへ向けて,1年間

越冬したサンマルティン基地をたった。

越冬中から多田さんやオケラグループの平林,小谷，

野元さん方々とはアマ無線交信をしていて，沈みがち

な私の心をいやしてくれていたのだった。特に印象的

であったことは，目標であった犬橇とビンソンマシフ

峯の登山中止で,基地から一歩も出られないとき，レー

ス中の多田さんと交信すると「気になさるな，今度は

俺がこのくオケラ号〉でビンソンマシフ峯の一番近く

の南極海岸まで入り，ビンソンに登ってくればよい。

俺の世界一周レースが終わったら，日本でゆっくりと

二人で南極プランを立てて，何とか成功させようや」

と，意気消沈している私を慰めてくれるのだった。

多田さんは，私が北極点，グリーンランドを犬橇で

縦断したとき，無線，天測の技術をおそわったり，現

地の連絡員としてサポートしてくれたものであった。

今回の南極行きにも無線や天測，橇に至るまで，装備

の準備をやってくれた私の協力者の一人であった。日

本ばかりでなく，南極に来てまでも助けてもらってい

ると思ったものである。

南極の氷山がたくさん浮く海岸に，ヨットが入れる

かどうかわからない中にも，この多田さんとの交信は

とてもうれしいものだった。基地を去ってから砕氷船

上で毎日交信は続いた。2月26日，我々の乗った砕氷

船がドレーク海峡を抜けるころ，時を同じくして多田

さんのくオケラ号〉は既に太平洋から魔の海峡といわ

れている荒波のドレーク海峡を難なく突破したところ

だった。

南極基地にいるときは，極地特有の磁気あらしなど

で交信も直接できず，世界各地に散らばったオケラグ

ループの無線仲間の中継での会話であったが，南極圏

から遠ざかるに従い，交信もダイレクトにできるよう

になった。

26日夜の定時交信のとき，進路が同じであるヨット

と砕氷船は,ひょっとすると出合うかも知れないので，

多田さんと私は，翌日の早朝から甲板でお互いに見

張っていましょうと話し合っていた。多田さんは，ど

うも会えるような気がすると言って，交信ができても

できなくても翌朝の6時から無線で位置を一方的に報

との遭遇

直己

告するといってくれていたのだった。多田さんと会え

たらな･…．．と思いつつ，まさか，この大海で会えるは

ずが……という気持ちで，27日の朝，眠い目で6時か

ら,甲板に出たり,操縦室に上ったりして海洋を見張っ

ていた。見わたせるものは曇天の中に，ところどころ

薄日がもれたり，大きくうねる荒波だけで，全く何も

見えず，6時より位置を知らせてくれるという通信は，

残念ながら海軍の船にて日中の使用を禁じられて，多

田さんの船位はつかめず,いくら甲板で海原を見ても，

雲をつかむようなものであった。

時間は過ぎるばかりで，私は会えるチャンスをほと

んどあきらめかけていた｡ところが，5時間ばかりたっ

た午前11時ごろ，突然，我々の進む先方に氷山にもみ

たない小さな物体をレーダーが捕らえた。知らせを受

けたとき，私は「<オケラ号〉にまちがいない」と思っ

た。

胸をドキドキさせて，双眼鏡で多田さんのヨットを

捜した。30分後，先方わずか左手に荒波にもまれてい

る船体が波の間に見えかくれしていた。「多田さんの

ヨットに間違いなかった｣。私はそばに近づいて声を

かけたかったので，船長に「あのヨットに近づいてく

れ」と頼み込んだが,船長は双眼鏡をのぞきながら「イ

ン・ポッシブル｣(不可能)ととりあってくれなかった。

私の最も親しい友人なので是非と頼んだものの，断固

として聞き入れてもらえなかった。

ちょうどこの場所がフォークランドの真東の公海の

ぎりぎりの線上であり，一年前イギリスとの間に

フォークランド戦争の起きた地点でもあったりしたの

で，フォークランドに駐屯しているイギリス軍に監視

されている中では停船や船位の疑わしき行動は許され

ないようだった。砕氷船は速度をおとすこともなく，

2キロ手前まで接近したものの，アッという間に追い

越してしまった。

追い越すとき，船長は私にインターナショナルの無

線の使用を許してくれ，私は多田さんのゆれる帆を見

ながら,｢JAlFOA,多田さんJAlFOA,多田さん」

と呼んだものの返答はなかった。多田さんのヨットに

近づくことができたら，アルゼンチンの美味しい牛肉

でも食べてもらおうと思っていたが，むなしかった。

元気に航海する多田さんをこの目で確かめ，声援を送

(2）
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の主都，ブエノスアイレスの港に到着。多田さんは3

月13B,最終寄港地のリオデジャネイロに総合4位，

種目別では1位で堂々と入港。リオデジャネイロから

ゴールのニューポートまでの最後のレースを何んとか

この調子で乗り切り,無欲の勝利を得て欲しいものだ。

私のできなかったぶんまで頑張って欲しい。そして一

日も早い日本での再会を楽しみにしている。

りたかつたが，残念だった。

その日の夜の定時交信で，多田さんと話したところ

では，多田さんも私の砕氷船を見つけ，甲板の上に出

て，船が近寄って来てくれるのかと待っていたようで

あった。期待に胸おどらせたわりにはあっけない巡り

合いであって残念だが，うれしくもあった。

私達の乗った砕氷船は3月1日，無事アルゼンチン

、／
海の国際ルール ノ、

国際海上衝突予防規則の改正
昭和58年6月1日から発効海上保安庁■垣

限船は，灯火・形象物を表示しなくてもよいことにな

ります。（ただし，港内または東京湾，伊勢湾および

瀬戸内海だは表示しなければなりません｡）

(6)被えい航船舶（物件）が，表示すべき灯火・形象

物を表示できない場合は，その存在を示すために必要

な措置を講すればよいことになります。

(7)通常はえい航作業に従事していない船舶が，要救

助船舶をえい航する場合に，えい航していることを示

す灯火・形象物を表示することができないときは，え

い航していることを示すため，えい航索の照明等の措

置を講ずればよいことになります。

(8)びょう泊して掃海作業に従事している船舶の，表

示する灯火・形象物が変更されます｡また,その灯火・

形象物の示す危険水域の範囲が,船舶の周囲1,000メー

トルに改められます。

(9)長さ12メートル未満の乗り揚げている船舶は，白

色全周灯1個を表示すればよいこととなり，形象物は

表示しなくてもよいことになります。

(10)潜水夫による作業に従事している船舶は，その大

きさのため定められた灯火・形象物を表示することが

できない場合は，灯火については，紅色・白色・紅色

の3連の全周灯,形象物については,国際信号書｢A旗」

を表す信号板を一定の位置に表示しなければなりませ

ん。

最近の小型船舶の増加等海上交通事情の変化等に対

処するため,海の国際ルールである｢1972年国際海上衝

突規則」が改正され，昭和58年6月1日から発効する

ことになりました。この改正規則は，我が国を含め，

世界のほとんどの海運国で同日から適用されることと

なります。

主な改正点は次のとおりですので，十分に理解して

海上交通の安全を図って下さい。

1．国際海事機関の採択した分離通航方式に係る航法

（日本には国際海事機関の採択した分離通航方式は設

定されていません｡）

(1)長さ20メートル未満の動力船および帆船は，いつ

でも沿岸航帯を航行することができることになりま

す。

(2)分離通航帯において航行の安全を確保するための

作業または海底電線の敷設，保守若しくは引揚げのた

めの作業に従事している操縦性能制限船は，その作業

を行うために必要な限度において分離通航方式に係る

航法規定の適用が免除されることになります。

（
）

2．灯火および形象物

(1)いかだ,いけす等えい航されている物件(船舶)で，

その相当部分が水没しているため視認が困難なもの

は，表示すべき灯火・形象物が変更されます。

(2)長さ12メートル未満の動力船は，げん灯l対（ま

たは両色灯）と，白色全周灯1個を表示すればよいこ

とになります。

(3)えい航船が表示すべき追加のマスト灯は，後部の

マストに掲げてもよいことになります。

(4)長さ20メートル未満の帆船は，三色灯を表示すれ

ばよいことになります。

(5)長さ12メートル未満の運転不自由船と操縦性能制

3．音響信号および発光信号

(1)びょう泊中の漁ろうに従事している船舶および操

縦性能制限船が，視界制限状態に行う音響信号が，長

音，短音，短音の汽笛信号になります。

(2)他の船舶の注意を喚起するための灯火として，ス

トロボのように点滅し，または回転する強力な灯火は

使用できないことになります。

(3）
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主 催日本外洋帆走協会安全フェスティバ●なお，タイムリミットに間に合わなサ

ル薑行委員会”咽よ‘ﾌ≦翼ﾃｲバﾙ開始1230I二；
スタート6月5日0900 間に合うよう努力して下さい。

’
タイムリミット:'2001

コース小網代沖～江ノ島フェステイバルプログラム’
資格セーリングクルーザー0900～1200親善レース ’

’参加料無料(本部艇へ,セールナンバー,艇名,1230安全フェスティバル

；全長を伝える。N旗を掲げる）（江ノ島ヨットハーバー）

順位決定クラス別着順1230ライフラフト投下実演（東洋ゴム)'
クラス分Al1m以上実演・説明，約30分 ’

’（全長)B9.5～10.99m1300パラシュートフレアー類打ち上げ実演
＃

C8.0～9.49m(興亜化工，国際化工）〃’
D6.5～7.99m説明・実演（参加者持参十業者より)'
E6,5m以下約30分 ゼ

リ注意事項●スタート信号1330救急法，救助法，人工呼吸など実演
’

10分前…クラブ旗約30分
，

5分前…P旗（上原ドクター，日赤レスキュー隊員）；
スタート…両旗を降下,フォグホーン1400前期レース表賞式（初島，小笠原，初島！

●リコールは行いません大島） ﾀ
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プレジャーボート等小 に関する

標準化の調査報告について 一

財団法人日本船舶標準協会

準化推進のための調査事業を本会で実施することに

なったので，ここにその内容の概略を紹介する。

2．我が国の舟艇産業の経過

モーターボート，ヨット等を中心にみた我が国の舟

艇産業は，産業として体制が整ったのは昭和38年以降

であり，当時年間生産隻数は,1,500隻程度であったが，

所得水準の向上や週休2日制の普及などに伴って，余

暇行動に関心が持たれるようになり，海洋レクリエー

ションとしてのボーデイングも次第に普及発展に向か

い，昭和48年には年間生産隻数24,000隻に達し，舟艇

産業もようやく近代産業としての形態を整えるに至っ

1．まえがき

近年，国民生活の向上や余暇時間の増加に伴って，

モーターボート，ヨット等に対する国民の関心が高ま

りつつあり，一方，世界的にも同様な傾向にあるとこ

ろから,ISO/TC8/SCl4(造船および海洋構造物專

門委員会/ヨット分科委員会）では，モーターボート，

ヨット等に関する国際規格の作成が活発に行われるよ

うになってきた。

このような背景をもとに，国内の関連メーカーや

ユーザーの間で，標準化の必要性が認識されるように

なり，モーターボート，ヨット等小型船舶に関する標

（4）
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び関連する規格，基準等に関する国内資

料の収集および使用実態調査を行う。

昭和57年度：遊漁船，小形業務艇等小形船舶のぎ装品

等に関する国内資料の収集および調査を

行い，昭和55年度に実施したモーター

ボート，ヨット等の調査結果と合わせて，

小形船舶のぎ装品等に関する標準化の方

針および計画を作成する。

(2)実施の方法

財日本船舶標準協会に,標準委員会/プレジャーポー

ト等小形船委員会を設けて実施する。

4．事業の実施内容

4.1委員会

4．1．1委員会設立までの経緯

本事業を実施するにあたり,モーターボート，ヨッ

ト等に関係の深い，ユーザー代表，メーカー代表等

が集まり，昭和56年7月9日に「プレジヤーボート

等小形船標準化準備委員会」を開催して，標準化の

進め方，委員構成などについて協議し，この結果に

基づいて昭和56年9月10日に第1回委員会を開催し

た。

た。

しかしながら，昭和48年秋の石油危機に端を発した

経済環境の変化から，激しいスタグフレーション抑制

策も加わり，舟艇産業界も他産業にもまして手痛い打

撃をうけたｶ面，昭和52年以降わずかではあるが，回復

の兆しをみせ現在に至った。

この中で舟艇用船外機の生産は，ボート，ヨットと

同じように石油ショックにより一時伸展を鈍らせた

が，その需要は順調に伸長を示している。出荷は全出

庫数のうち，輸出製品が70～80％を占めているが，今

後も大きく発展が期待されている。

なお，我が国のモーターボート，ヨット等の生産隻

数，船外機の生産台数，輸出台数等を付図1および2

に，国別の年間生産隻数および保有隻数を付図3およ

び4に示した。

3．事業計画

本事業は，昭和56年度および昭和57年度の2か年計

画で実施する。

(1)計画の内容

昭和56年度：モーターボート，ヨット等に使用されて

いるぎ装品の概要（種類・型式等）およ

へ

図1モーターボート・ヨット年次別生産隻数・出荷金額グラフ

億円
30，000

隻
120

生産隻数

100

出荷金額荷金額

~

－－20pOO
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10000

口日日一け
昭和38年3940414243444546474849505152535455

（社団法人日本舟艇工業会資料）
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員
庁
局

〃
〃
〃
繩
〃
務
〃
〃
〃

委
関
事

中村正和中村船具工業㈱

北本典男日産自動車㈱マリーン部

小林昇ヤマハ発動機㈱ボート事業部

千星幸三ヤンマー造船㈱

網本汀司運輸省船舶局

岡田裕′

芝山安久財日本船舶標準協会

萩野義治〃

草野博〃

小郷一郎〃

4.1.2委員会の構成

委員長野本謙作

委員荒井光雄

〃 歌田道教

〃 鈴木竜夫

〃 金子光夫

〃 熊沢時寛

〃 鷺山昭

〃 浜中保

〃 甲斐亨

大阪大学工学部

日本小形船舶検査機構

㈹日本外洋帆走協会

㈹日本舟艇工業会

㈱日本モーターボート協会

㈲岡本造船所

西武自動車販売㈱

トーハツ㈱

東洋ゴムエ業㈱

図2船外機年次別生産台数・輸出台数・出荷金額グラフ

桑

／万台
40 400億円

ノ
出荷金額

司30030

r

生産台数

へ20020

輸出台数

ー型 司10010
／

／

,j
|‐、戸口／

非
… 一

52535455

日本舟艇工業会資料）

昭和40年4142434445464748495051

（社団法人
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4.2使用実態調査の実施

中部地区メーカー1カ所および関東地区マリーナ2

カ所について，ぎ装品等の使用実態調査を行い，その

結果を6.2に示した。

”

abilitvdimensions

○国際規格"Riggingscrewsforstainlesssteel
”

w1reropes

○〃（案)ISO/DP4565､AnchorChains"

○〃{;Inflatableboatsmadeofrein-

forcedPlastomersorelastomers
”

ユ

○〃（資料)"Lengthoverall"

○〃〃&cOutboardmotorpower''

○Listofindividualparts,featuresorfittings

4.3収集資料

（1）国際規格等

○国際規格$(Wastewaterfittings''

○〃(#Tracksforyachtslntercharge

図3国別ボートの生産隻数（1975～1979）

(1000隻）
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一
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ｒ
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一
一

〆
一

イ
－－今--------■写=－

一ノルウェー一スエーデン =＝一二＝

,ｵﾗﾝダーに二一
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一
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一
口

一

ｌ
‐
‐
一
‐
‐

｜ －－－

175 Iウワ
JJ 178 179 80

(年）

|弓公

／0

<資料>INTERNATIONALBOATINGSTATISTI-

CSfortheyearsl975andl976(ICOMIA)及び19

76～1979(ICOMIA)より各国のボート年間生産隻数を年

度別にグラフに表したものである。

<資料＞日本は日本舟艇工業会統計による。

数字はレクリエーションボート（モーターボート，

ヨット）にボート（ローボート，カヌー，競漕艇）
を加えたものである。

<E>100,000隻から目盛りは1/10となる。
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5．調査方針
第1回委員会において調査方針を次のとおり決定し

た。

(1)標準化の重点について

標準化を進めるにあたり考慮すべき重点は，用語の

統一,互換性,品質の向上,種類の減少，コストの低減，

安全性，その他ユーザーおよびメーカーの役立つもの

とする。

(2)モーターボート，ヨット等の規則等

○1978ABSルールの和訳

○1978ノルウェー船級協会ボート船級規制の和訳

○ORC最低備品と設備基準を規制する特別規定

○フランスのプレジャーボートに関する規則の和訳

(3)モーターボート，ヨットの一般配置図等

モーターボート，ヨットのぎ装品等の一般配置図

など,15件。

図4国別ボートの保有隻数（1975～1979）

｜ ’(1,000隻）
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(年)
179178'77175 176

<資料＞日本は日本小型船舶検査機構の昭和54年度ま

での検炎済隻数を参考として記載した。

（これはフ・レジャーボート・ヨ､ソト・遊漁船の合計

である｡）

<注>1,000,000隻から目嘘りは1/10となる。

<資料>INTERNATIONALBOATINGSTATISTICS

fortheyearsl975andl976(ICOMIA)及び1976~

1979(ICOMIA)より各国のボート保有隻数を年IE:llに

グラフに表したものである。
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(b)船外機の試験方法やヨットの帆走テストの実施

内容等試験検査基準。

(c)国際規格が定められており，これに基づいて標

準化の必要性のある項目。

(d)操作システム，装置，コンポーネント等の標準

化。

(e)モーターボート，ヨット等に使用される用語・

記号等の標準化。

なお，対象とする分野で，すでに他の規則等と

重複する場合は，相互補完的に統一する方向で検

討することになった。

6．調査結果

6.1標準化の対象として適当と思われる項目の選定

について

6.1.1モーターボート，ヨット等に使用されてい

るぎ装品等の調査および標準化を検討した項

目

(1)第1回委員会で調査の対象とするモーターボー

ト，ヨット等の代表例を次のとおり選び出し，各々

について委員各位から，ぎ装品等の一般配置図およ

び部品リスト，輸入品のカタログリスト等，また，

事務局から関係する国際規格等を第2回委員会まで

に提出することが決定した。

(2)対象とする船舶について

対象とする船舶を次のとおりとすることになった。

(a)ヨット（エンジン付を含む）

(I)クルージング/外洋レース用ヨット

（||)小形ヨット

(b)エンジン付きモーターボート等

(I)モーターボート

(li)ゴムボート

(ili)推進機関付サーフライダ

(c)小形船舶[(a),(b),(d)以外〕

(1)遊漁船

(il)業務艇

(d)エンジンなしボート等

(1)被曳客船

(II)ろかい客船

(iil)手こぎボート

(Iv)手こぎゴムボート

(v)ペダルボート等

(3)工業基準の対象分野および内容区分について

工業基準の対象分野および内容区分については，法

定備品として定められているものは，とりあえず除外

して考えることとし，次のとおりとすることとした。

(a)モーターボート，ヨット等のぎ装品(部品,製品）

を中心とした製品対象規格(性能規格を含む)。

一
《

表1標準化が適当と思われる項目

摘 要

ヨット専用のジャムクリート，カムクリート等特殊なものは除く

金属性のもので，小形艇中心に標準化する

燃料油用及び清水用を対象とする

JISF2021(フエアリーダ）とは別途に標準化する

JISB2801(シャックル）とは別途に標準化する

JISF3418(船用シーブ）とは別途に標準化する

JISB2802(シンプル）とは別途に標準化する

ISO/DIS4558(リギンスクリユ）との整合を図る

取付金具等含める。0.R.Cの安全基準等参考とする

ISO/DP4565(アンカーチェーン）との整合を図る

ISO/DIS6185(膨張式ボート）との整合を図る

ISO/TC8/SCI4の新規標準化項目との整合を図る

システムとしてとらえる

フューエルタンクの配管等を含めて標準化する

区

品

項目

クリト

ガンネル

フューエルフィラ（デ･ソキプ
レート）

フエアリーダ

ンヤシクル

ン ブ

シンブル

リギンスクリュ

ライフラインスタンション

アン力－チエーン

ゴムボ－ト

ステアリングAss'y

リモコン装置

燃料装置

船外機のトランザム取付寸法

船外機出力の測定基準

モーターボート．ヨット等に
関する用語の定義

格

分

規製

″
’
″
’
″
一
″
一
″
’
″
’
″
一
″

（
）

〃

設計基準(システム含）

〃

〃

使 用基準

試験・検査基準

用語．記号

ISO/TC8/SC|4の新規標準化項目との整合を図る

合 計17項目

最低備品と設備基準を規則する特別規程
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（モーターボート，ヨットの代表例）

セイリングヨットー全長10m程度のクルーザー

ヨット

ー全長7m程度のクルーザー

ヨット

ー全長4～5m程度のディン

ギータイプの小型ヨット

モーターボート－全長1Om程度のモーターセ

イラ－

－全長7m程度のモーターク

ルーザー

－全長4m程度のランナバウ

ト

（2）標準化を検討した項目

第2回委員会において，各委員から提出されたモー

ターボート，ヨットのぎ装品等の一般配置図，部品

リスト，関連する国際規格等に基づいて，次のよう

な選定要領に沿って今後標準化が必要と思われる項

目（約63項目）について検討した。

（選定要領）

(a)規格化することにより，生産の合理化および

コストダウンが図れるもの

(1)使用頻度が高いもの

(li)形状，寸法がまちまちで種類が多すぎるもの

(ill)互換性を必要とするもの

(b)品質の均一化が必要とされるもの（品質の確

保）

(c)国際性が必要とされるもの（国際規格等との

整合などを必要とするもの）

(d)ユーザの安全のために必要であるもの

(e)デザイン等に関して，個人の好みの強いもの

や芸術的な面が強いもの，ただし，船舶安全法

令で基準が定められているもの等は除く。

6.1.2標準化の対象として適当と思われる項目

第3回委員会の審議結果および使用実態調査結果に

基づいて，第4回委員会において，今後5年間を目標

に標準化を行う場合の対象として適当と思われる項目

を表lのとおり決定した。

6，2使用実態調査結果

今回の基礎調査の目的は，モーターボート，ヨット

のぎ装品等に関する国内外資料の収集および使用実態

調査を実施し，この結果に基づいて，国際規格に対応

する標準化を推進するための基礎資料を得ることであ

る。

国内外資料の収集については，委員の協力により

4．3収集資料の項で記載した資料のほか，国内各社の

モーターボートおよびヨットのぎ装品等のカタログ類

を収集した。

これらの資料は，標準化を具体的に実施する際の手

がかりとして非常に参考になる。また，収集された国

際規格類，各国の規則類およびO.RCの特別規定は，

標準化を行う場合の技術的な指針を与えうるものと思

われるので，今後詳細に吟味することが望ましい。使

用実態調査は，メーカーl社およびマリーナ2社に出

向いて,ぎ装品等の使用実態に関する調査を実施した。

なお，実態調査の際次のような標準化に対する積

極的な意見があった。

(1)ぎ装品等は，種類が多すぎるため，多品種少量

生産形態を取らざるを得ないため，どうしてもコス

ト高となる傾向が強いので，使用数量の多いものか

ら標準化して欲しい。

（2）船外機，船内機船内外機メーカーとしては，

エンジン本体は国内外各社の特徴ある設計仕様と

なっており，構成部品等の標準化は困難であるが，

出力の測定基準（試験・検査基準)，燃料装置（設

計基準)，船外機のトランザム取付寸法等のソフト

面を中心に標準化して欲しい。

（3）我が国のクルーザーヨットの昭和55年の生産隻

数は約550隻であり，今後平均的な需要が期待され

ている。使用されているぎ装品等は，輸入品の比率

が高いが，国内製品は輸入品に劣らない品質とそれ

を生み出す技術能力があると思われるので，需要の

多いぎ装品等から標準化すべきである。標準化する

場合は，性能のみならず，デザイン的な面も重視す

るべきである。

（4）マリーナの修繕部門としては，ぎ装品等の形

状‘寸法等が統一されていないため，購入しても取

り付けられないことがしばしばあり，ユーザーに迷

惑をかける場合があるので，互換性に重点をおいて

標準化すべきである。

（5）ぎ装品等の使用条件，耐久性，寿命等が明示さ

れていない場合が多く，誤使用等によるトラブルが

多いので，標準化する場合は，この点を明確にする

必要がある。

6.3国際規格関係の資料調査結果

|SO関係については，現在ISO/TC8の組織図，同

SC14のメンバー構成国，審議中および制定済みの国

際規格名，新規標準化項目を付図5および付表に記載

した。また，国際規格を収集するとともに,ECの専

門委員会で取り上げられた舟艇に関する標準化検討項

目リスト等も収集した。

今後，具体的に標準化を行う際該当する国際規格

がある場合は，ガットスタンダードコード（貿易の技

術的障害に関する協定）に基づいて，これらの規格と

の整合を図る必要がある。特に，新規標準化項目，

DP(国際標準原案),DIS(国際規格原案）等につい

ては，その審議経過を見守るとともに，必要に応じて

日本からも提案するなど積極的に対応する必要があ

る。

(10）
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昭和58年5月15日第98号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

ISO/TC8/SC14の制定済みおよび審議中の国際規格一覧
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番号 名 本体．j・注 弓付 数 取付ボルト 傭

SUSステムヘット1 1

2 バウバルビ･ノト の251

３ フェアリーダー ROMA1２ 150×34 の8×2

ROMクリート 199×774 4 の6×4

パ･ソトアィ NF275SUS
国
。 40×502 の5×4

40×40６ トウレール 4－7

スピンポール７ AlI

ライフラインスタンンョノ SUS8 6

チェンプレー｝9 2

Uボルト10 6 ①8

JlBトラックエント Al11 2 の6×1

〃トラック12 の62 31×2700

13 〃リーダー ROM90×44 今4

マストカラー Al14 1

ﾃ゙ ･ソドアイ15 の5×2５

００

０
２
３
』
｜
”

Ｂ
Ｉ

4－7ハント'グリップ16 6

T＆MAl3連リート・プロ･ソク
1句

lj 2 154×30 の6×3

2連チークブロック ROM】8 2 120×60 ×4

NF433SUS19 タノイベンチレーター の2301

T＆MSUS、Al2連シートストッノ20 87×65３ の6×4

CL－201クラムクリート21 106×253 の6×2

ROM31－3ターニングプﾛック22 ２ 160×75 の8×4

ROMNn20ウインチ
、呵

乙J の125 の6×6２

ｊ
Ｕ
ｕｅｅＤ

・Ｓ
ｎ
岳く２
０
２
２
０
０
Ｎ
Ｎ

24 ″
｜
″

２ の151 の8×6〃

25 の103．5２ の6×6〃

PL26 ジャムクリート 155×35 の6×24

RFA1メインシートトラ,ソク
、け

ち‘ 3lx】800 d8】

RFトラヘラー28 lO5x571

NFSUS‘PL29 チークプロック の5×2ワ

NF〃PLアイ付カムクリート30 の5×3２

全

チークブロック3】 ２ ×4

の25SUS32 スターンパルピ･ソト 1

qQ
JJ タンニングバックスティチェンプレート Z

0

バックスティチェンプレーI34 1 〃

メイントラックサポート35 の251

ビルジポンプ36 ］

r＆MSUS－Al
内内

Jノ 3連シートストッハ
叫

1
℃

ｊＯ
Ｏ
Ｏ
８
５
５
×
×
０
０
０
８
５
５
１

ROM38 くウノ、ツチ の6×201

ヒール計付コンチストコンパス39 2

風向風速計40
T-牛

Aエミ

ログ付スピードメーター41 l式

スターンライト42 紗901

両色燈バウライト43 1

Alウインチハンドル44 l＝250Z

NFSUSダイヤモンドパットアイ45 80×551

SUS46 フットレスI j25２
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昭和58年5月15日第98号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

メンバーが集い，3月20B,21日の両日，山口県徳山

のグリーンヤマトマリーナをベースに盛大に催され

た。西内海の雄くかづ>(DOU42),アルコールの入っ

た金井オーナーがビッグボートを忘れて参加したとい

うパンナム優勝のく飛梅〉と同型く美美〉（高井39)，

松山の親分くノラ>(DOU34)をはじめ27隻が参加した。

第1レースは，今年10月，松山で行われる全日本ミ

ニトンのオルガナイザー，中平達子魔女くサマンサ〉

(OCE23)が，周南フリートの陰謀だ，風はプレ回

るし，吹きおろしの突風でブローチングはするし，地

元の艇を買収しようと言っていた笠戸湾内で行われ

た。北東の微風魔女が風を買収したのか，岸有利の

定石は見事に覆り，東側のコースを引いたくノラ>，〈美

美>，〈ストーミーペトレル〉（横山30)，〈国士無双〉（横

山30),<アクアベルV>(YA33),<スノーウインド〉

(YA33)が先行して，岸ベタのコースを引いたくか

づ>，〈風車〉（横山30)，〈タランテラ3>(HOL25),<F7｡

ルーレデイー>(HOL25)等は「おかしいなあ」と遅

れてしまいました。〈美美〉は微風でも良く滑って全

マークをトップで回航。着

順4位のくストーミーペト

西内海支部だより

第3回

徳山グリーンカップレガッタ須唾

待つこと久しいグリーンカッフ.。これがなければ西

内海に春が来ないというわけで，西内海支部のベスト

第3回徳山グリーンカップレガッタ成績表レル〉が修正1位。同型の
〈国士無双〉が2位。着順

2位のくノラ〉が3位。最

終レグでディンギー並みの

ダッキングマッチを演じた

HOL25の天敵同士，地元

のくタランテラ3〉と，今

年1月に松山で行われた初

夢レースの覇者く風神〉が，

4，5位。ファーストホー

ムのく美美〉は6位となっ

た。

第2レースは，翌21B7

時スタート。〈美美>，〈風

早>，〈ブルーレディー〉が

ジャストスタート。白く，

海面高くそびえるオモ瀬灯

台を目指したが，風の変わ

り目で混戦となり，〈ブル

ーミスト>(YA30S),<グ

リーン>(YA21S),<サマ

ンサ>，〈ディエーチャー〉

(YA26C),<カイミロア〉

(BW30),<サンシャイン〉

(YA30S)などが，スピン

を上げたり，ジブを上げ

たりで大忙がし。〈かづ〉

がようやく安定した北東の

風をつかんで快走する。雨

が降り出し，視界の悪くな

レース｜第2レース｜総合第1

着順
艇 名 艇禰 艇長ス

ー
フク

|修正|着順|修正|ｸﾗｽ|総合｜
|③｜ヨ｜③｜①1~団％

以上

①
②
③
４
５
６

①
②
③
４
５
６

③

8

9

19

20

25

③

12

10

19

22

25

③

6

9

15

12

25Ｆ

２
１
６
３
７
ＮＤ Ｆ

３
１
４
２
ｕ
ＮＤ

ノ ラ

美美

アクアベルV

かづ

スノーウィンドー

スIﾉースタ一

DOU34

高井39

YA33

DOU42

YA33

YA34C

①

4

6

13

14

16

21

24

①
②
③
４
５
６
７
８

①
②
③
４
５
６
７
８

①
②
８
四
７
陥
肥
型

５
８
６
７
６
２
４
０

１
１
１
２

４
９
６
４
１
５
７
４

１
２
１
１
２

横山30

横山30

横上30

YA30S

BW30

YA30S

BW30

YA3011

４
５
８
４
９
２
７
０

１

１
１
２

％ ストーミーペトレル

国士無双

風早

ブルーミスト

カイミロア

サンシヤイン

マンタレス

アルラキス

（
』
１

②

5

7

10

②
①
昭
７

①
②
③
４

①
②
③
４

０
９
８
３

１

１
１

HOL25

HOL25

HOL25

YA26S

０
５
１
８

１
１
１
１

４
４
５
７

１

１

％ タラ

ブル

風

ラン

ン－プ

ーレーテ

ラ
ィ
３
－
神
タ

Ｉ

’エス

５
６
７
８

５
６
７
８

５
８
５
７

１
１
２
２

１
３
５
７

１
２
２
２

０
０
５
５

２
１
２
２

17

23

DNF

DNF

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｔ
Ｙ
Ｖ
Ｙ

21

l3

DNF

DNF

デイエーチャー

スターンヤ

ベガ

ザブルークロス

26C

26C

25

25

①
②
③
４
５

①
②
③
４
５

１
２
７

１
１
１

９
５
２
１
４

１
１
２
２
２

４
５
８
６
０

１

１
１
２

１
３
３
１
２

１
２
１
２
２

６
４
９
２
３

１
２
１
２
２

OCE23

YA21S

YA21

YA21

LPE

媚 サマンサ

グリーﾝ

マイキド一

つむじ風

力ノブス 蓋」
(15）
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〉
▲
、
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、
鍵
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Ｌ
、

鐸

蹄
謎

鍔
》
＃

〉る中，〈かづ>，〈ノラ>，コースミスのく美美〉の順で

第2マークを回航。〈アクアベルV>,<風早>,<ストー

ミーペトレル>，〈ブルーレディー>，〈ブルーミスト〉

と続いた。最終レグ〈美美〉の走りは素晴らしく，見

事にファーストフイニッシュ。修正では,HOL25の

くブルーレデイー〉が1位，〈タランテラ3〉が2位

と分け合い，〈ノラ〉が3位に入った。

総合1位は，昨年のオレンジカッフ．以来のビッグタ

イトルを取ったくストーミーペトレル>’2位にくタ

ランテラ〉と地元勢が奮起。松山のくノラ〉がコンス

タントに走って3位となった。

とまあこんな具合で無事終了したわけですが，ガチ

ガチのレースではなく，2回ともDNFとなったもの

の,美女群を乗せ，レースを忘れて酒宴におぼれたくス

リースター>(YA34C),息子二人の教育のため，テイ

ラー片手にウィンチハンドルを振り回し，ついついタ

イムリミットを過ぎてしまったくベガ>(YA25)など，

非常に有意義，かつ教育的なレースでした。第4回も

楽しく充実したレガッタにしたいと思います。

一

J･”3

一一草－才冬

3○32
農事=一ず”

一己
一

＃

》

●
…
↑
箪
諦
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W

､；驚一
L

…

へ

一
畳

総合優勝のくストーミーペトレル〉

の支部意見交換会で意見が出され，その後この新企画

を煮詰めて，第1回の「フリート対抗レースおよび東

海地区チャンピオンシップレース」が早春の訪れとと

もにやっと実現できました。

今年より新しく発足した碧南フリートを加え，伊勢

湾,五ヶ所湾,衣浦湾,三河湾より10フリート,各フリー

ト3艇の代表艇が一斉に幡豆沖に集結し,1983年の

オープニングレースにふさわしく，スタートを切りま

した。

フリート対抗レースは，第1,第2レースのオリン

ピックコースをフリート代表艇の合計総合得点で順位

を決め，チャンピオンシップレースは，その中でも1

艇だけ最も総合得点の高い艇に与えられます。

このシーズンオフの間，新しくデビューした艇，フ

リート内の白熱戦で選択されて来た艇，そしてこの

レースのために強化チームを編成した艇など，東海地

区ビッグレースここにありといった艇群でした。

一

第1回フリート対抗レース

および東海地区

チャンピオンシップレース

開催される

引

潮

蕊Ｉ
ｉ
Ｌ
Ｊ

Ｆ
Ｉ
ユ

1

蕊
4

録
、嚥

鷺
”認‘1

一

k

準胃一
i
4製 患 鐘

鍵
苓騨

鍵
一圭

薯

レースのマンネリ化から脱皮しよう。もっとフリー

トに刺激を与えよう。我々ヨットマンの共通の話題を

もとう。そして徹底的にシビアに行こう……etcと，

エキサイトしたこの提案が，昨年行われた11月例会で

~

-皐鐸

》
一

－

曇鞠
や 灘溌蕊蕊議

レース艇群
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春の女神はく桃太郎>とお友達

〈桃太郎＞片岡俊夫

ファ・ファークション，春のそよ風が鼻毛をゆすふと思う‘‘第2レースでびっけになったら，なんて慰

る。ファ・ファーストホームだ！〈桃太郎>・こいつめ合おうか？”海にぷかぷか浮んで，楽しい楽しいラ

は春から縁起が良いわい。ワイワイ酒盛りだ。一番のンチタイムも,10分前の長音一発で夢からうつつに引

りで昼飯だ。「おにぎりころころばくりんこ」などときもどされたのであった。

あまりはしゃいでいてはねたまれるし，よだれ垂らしさて，第1レースの勝因はというと，なんといって

て飯くらい,よっく考えれば第2レースがあったんだ。も春の女神とお友達になったことであった。陸近く

、、
へ

マーク回航するくノア>(右)とくララ>(左)，

マークタッチしたく桃山>(中央）
第1レース第1マーク回航のく桃太郎〉

58年3月20日

※1仮T･C｡F

※25％ペナルティー第1回フリート対抗レース・東海チャンピオンシツプレース成績表
号_L

同I合第2レースフ
リ
ー
ト

第1レース

ヲ’’一
〃グ

ト順位
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”ノ

ト得点|得点|砿’
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ト順位
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行った先行艇に反し，なんとなく沖合いをすべってい

くと，知らぬまに第1マークはトップ回航。おお，女

神様，よい子のく桃太郎〉に力をくださった女神様，

どうぞこのままトップ°の座を与えたまえ……。ぶつぶ

つつぶやいているうちにコースは短縮され，第1回フ

リート対抗レース，第1レース1位とlをかき集めた

のである。

そして第2レースのはじまり，はじまり－。引き

続き春のそよ風く桃太郎〉風。するするすべって楽し

いセーリング。あれよあれよと2番手フィニッシュ！

もちろん修正で1位。

みんなびっくり春のく桃太郎〉でした。

今年もよろしくお願いします。

視界から消えて行った｡風下のくナチ>,〈シンドバット〉

もほとんど止まっている。いらいらする風待ち。やっ

と少しずつ走り出し3～4ノット。10時20分ころ野島

の影を見る。<桃太郎>，〈ララ〉はすでに回航している。

反射的に野島と松ヶ島間をショートカットしようと口

走る。ヤバイからやめようよ派と行ってみようよの楽
天派に分かれる。

チャートで再確認すると，幅は30メートルぐらい。

最深部で5メートルだが，この幅は10メートルぐらい

か？軽風のフリー，満潮。引き潮なので，イクこと
に決定。

コース210度で進入，ボートフックで松ヶ島に届き

そうだ（松の木は1本もなかった)。その一番狭いと

ころで“凪！”一瞬顔を見合わせるが，案ずることな

く引き潮にのって，あっけなくクリアー。最後の暗礁

が左舷下を流れ去った。

今度はく長良〉にツキが回ってきた。コースも88度。

風下のく桃太郎>，〈ララ〉は間もなく後方へ消えてし

まった。スタートからほとんど13マイル地点で，先行

艇はくビンド>，〈カレラ>，〈朝烏>だけだ。

馬草のブイをくコルセア〉と同時に回り，最終レグ
ヘ向かう。

次第に風が強まり雨もやんできた。No.2にセール

チェンジし，間もなくワンポイントリーフする。

フィニッシュの幡豆港が見えてきたころ，前線様の

お通りで激しいブローに叩かれる。

岸近くなので,波は10～20センチとかわいいくせに，
波頭がちぎれて踊っている。

メインを完全にシバ－させても風下舷は水につかっ

てしまう。後続艇にも皆追いつかれてしまった。あと

数分でフィニッシュだ｡<ラ

ラ〉が迫って来る。〈ララ〉

帆走委員長以外はレーティングの心配

中村孝はない｡第2集団のく美濃>，

野島レースに

連続優勝して

クヒ

3月21日朝5時，風弱く小雨。6時10分のスタート

時には5メートルほどの東の風であったのが，上マー

クを回ってしばらくして，次第に北へ振れ，落ちてし

まった。視界300～500メートル。

わずかな風の中をくビンド〉が良く滑らせて間もな

く見えなくなった。微風強風にかかわらずコンスタ

ントに走らせる技量はいつもながら素晴らしい。

スピンアップ，艇速2ノット，風上200メートルくﾞ

らいをくララ〉が抜いて行く。こちらはカーム。〈桃

太郎〉も前方で止まっていたが，ほどなく風を拾って

野島レース成績表
スタート：3月21日06()(）

コース:S→W･M→野咄→馬草→下(25マイル
へ

<マーク>，〈ララ>，〈長良>，

〈コルセア>,<桃太郎>,〈シ

ンドバット〉と数秒から1

←2分の間隔でフィニッ

シュする。〈ララ〉には％

艇身遅れをとってしまった。

30分後には,また凪とな

り，後の艇はDNFになっ

てしまった。

2年連続優勝出来たの

は,本当にラッキーだった。

風様，帆走委員長様，レー

ス委員長様,今年もく長良〉

にツキをお恵み下さい。一

同感謝。

（矢野，藤原，河内，東，

エリック，より。）

野烏回

航時間

セール

NO

順位

所要時間修正時間総合クラス備え
7:33:506:18:43641

，．N.F

7:40:336:19:01752

8:18:086:39:369710

8:14;146:44:081084

，．N･F

8:17:016:31:44868

，N･F

7:49:266:09:063@3

8:17:336:16:08539

8:16:036:13:31425

，．N･F

D.N･F

8:16:186:00:45①①7

，．N.F

8:16:106:01:42226

，．N.F

伴走

ケニマ
ノノヘ 艇 名 艇種 艇長 所要時間T･C･F 修正時間 備考

ピンド7Ⅸ〕U432558

NACHIⅧⅨ)U422312

力レラHOL402210

ソンドバットIIIKIH382900

美濃FARI102080

ITSUKIIIKIH382723

ｺルセアⅢNAK372410

九玉丸Ⅸ〕U372339

朝烏DUB372477

桃太郎NAK343121

MARKⅨ)U342634

うずしおIINAK332870

オセアニッドEXNAK2952765

長良NAK313022

うらなみⅥY302431

RAFAXYOK313037

レインボーVKIH262305
レーンドスター

＆nd錘日巾』し 2867
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２
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５
ｌ
６
’
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一
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一
繩
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一
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一
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一
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一
鵬
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酔
諏
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０
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７
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２
３
３
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０
０
０
９
０
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１
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４
１
３
２
７
８
８
７
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６
３
１
８
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３
３
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０
１
９
８
８
８
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５
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２
２
１
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８
８
８
８
８
７
７
７
７
７
７
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７
７
７
７
６
７
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０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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09：20

的
一
ｍ
一
皿

弱
一
塊
｜
卯

11：50

的
一
ｍ
一
ｍ
一
Ⅲ

諦
一
㈹
｜
岬
一
弘

10：44

，，N.F
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月をかけてく筑前国続風土記〉を編集しています。そ

の巻二十三志摩郡の項にく玄界島〉の記載があります。

その初めの部分を写筆しますと，

乙毫苗 パカリ

<玄界島>･唐泊ヨリ東北一里許二アリ。
イブ

福岡ヨリハ海上六里。此島初ハ久島卜云。

又其ノ初八月海島卜云ヘリ。其ノ後改テ
イフ

玄界島卜云トイヘリ。（後略）

急尾
‘6

鴦 溢。

灸

＝
玄海
だより

玄界灘の記載は見あたりません。すなわちゲツカイ島

が，ゲンカイ島になまったことがわかります~。（月と

海の島？何と美しい名前！）。貴女の言われる「大昔」

が，江戸初期を指しているのなら貴女の解釈は正しい

のですが･･･…。（すいません。何となく大昔って書い

ただけなんです)。更にもうひとつ。「ドゲンデモヨ

カデスタイ」の記載がありました。よそんもん（よそ

の人)が怪しげな九州弁を使うのは意に介しませんが，

貴女には正しい九州弁を要求します。「ドゲンデモ

ヨカ」は誤り。「ドゲンデンヨカ｣が正しいのです｡（ソ

ゲンイウテン･･･…なあ－んちやって。それにしても，

広範囲にわたる読耆の内容にいつも驚かされてはおり

ましたが…････貝原益軒といえば，或事以外何を研究

していた方かしら？“･…ぐらいの浅学非才の広報担

当,今日から心を改めモリモリやります◎え？何ですっ

て？いいえ！もちろん読書ですよ)。

叙

｢玄海の限界｣は江戸初期
｛
（

玄海支部広報片倉静江

今までお読みになった本を並べると，地球を一周す

るのではないかと思われるほど読書家の大原前支部長

から，「玄界島」について御丁寧なお手紙を頂いた。

それと同時に，正しくない九州弁も指摘されたのでぜ

ひ紹介させて頂きたい。（貴重なお時間をさいて，拙

文を読んで下さった方がいらっしゃったんですね）

「郷土が誇る江戸初期の学者貝原益軒は，20年の歳

◆錘><霧<輪金縁〈6薄齢.礎.露‘韓‘鱒霞〈簿,蝿《鋒〈”《鈴《”“>錘>〈”鍵)『”<鈴〈韓錘><診錘>輯>“､<勢‘捧露>‘簿《斡憾》《”‘”“>‘礎>”《ゆゆ“>〈”<誇鈎"◆

第2回熱海ケッチミーティングのお知らせ
●

心“><堀<韓魯翻尋《鯵〈誇韓》錘>錘>《鈴韓>〈棒〈鈴《鈴*§か韓令かを●“>令か鈴<”●ゆく鈴●。‘かく零‘§かく鈴4鱒〈鍔‘鈴這か診‘”《鈴〈”<鑓>f診●ゆく”ぐゅ‘診'●

ル）

1630タイムリミット

1700熱海港係留入浴後楽園ホテル

（無料）

1900熱海後楽園ホテル田辺英蔵氏主催

くふじやま丸>にてパーティー

5月29日

0900熱海湾セーリングパレード

1100解散

参加資格※自己の責任において航行する艇

※2本のマストを有するセーリングクルー

ザー〔スルーフ・をケッチに（偽）艤装可

一レース成績は2本マスト艇と偽装艇

とに分けます｡〕

※出艇料15,000円を支払う意志のある

オーナー

※パーティー代3,000円(1名）

賞品－2本マストの部一

ファーストホーム賞…フジヤマ丸杯・副賞

1位.……･…･………熱海市長杯・副賞

水ぬるみ，潮の香が我々をいざなう春，日頃レース

とはあまり縁のないブルーウォーター派に，熱海の海

に集まっていただき，前回好評に終わりましたケッチ

ミーティングの第2回を行うよう企画いたしました。

今まで，ケッチ，ヨールなどの集まりがあまりなく，

この機会に多数のヨットマンにお集まりいただき，仲

間同志の連帯をはかろうと思います。

記

主催熱海ケッチミーティング委員会

（会長山田順一）

後援熱海市・熱海市観光協会・熱海後楽園ホテ

ル

協賛熱海温泉旅館組合・熱海商工会議所・大熱

海漁業協同組合

日時昭和58年5月28日(土)～5月29日（日）

5月28日

1200相模湾初島西港集合35｡-02'N,

139｡-10'E集合

1230艇長会議前祝パーティー

1330初島，熱海間親善レース(10マイ

戸亀
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賞
ロ

ロロ 2位"……”･……･…商工会議所会頭杯・

副賞

B.B賞…･････…･……ロータス賞

仮装賞

一スループの部一

ファーストホーム賞…蒼竜杯・副賞

1位…･……･……“･･熱海市観光協会長

杯・副賞

2位……･…･…･……熱海温泉旅館組合長

杯・副賞

B.B賞

偽装賞

全艇に参加賞

ケッチ，スループともレーティングなし，

ただし，女性同乗者1名に付l/100の時間

短縮特別ボーナスをあたえる。

◎パーティーのみの参加も大歓迎。

◎報道艇の用意もしてあります。

※連絡先〒413-01熱海市上多賀白石

伊豆ヨッティングワールド内

熱海ヨット協会担当：鷲尾誠司

s(0557)67-1100

夜間稲葉文則念（0557）82-3492

へ

ｽﾀー ﾄ日時:4月2日仕)H":::;雲初島レース成績表 帆走委員長前田泰明
ケニヮ
ノ／／、

lll自位
初
回

セール

番号
島
航

修正
時間

総合
111頁位

フィニッシ
ュタイム

Aグループ 艇 名 TYPF 着順 所要時間 TCF

911312112 FIJIIII FRE44 161019:13'34” 8：08'34 0.85754 25137113

③
②
II2

①

０
９
０
９
０
９
２
２

GEKKOV

LAZYALBATROSS

FRE41

TAK40

１
７
２
２
０
７
４
３
８
８
１
１

ｒ
７
２
２
５
２
３
３
７
７

③
②

５
０
４
５
５
５
１
１

３
２

５
４
９
１
１
１
８
８
０
０

０
７
９
２
３
０
２
２
２
２

13

①

14

6

３
①
４
②

１
０
１
５

０
２
５
０

０
２
７
９

２
２
２
２

SOLTASm

SHINKIRO

BELLATRIXII

JACKTARII

T＆P38

CAS37

HAYA34

TAK34

７
２
５
２

４
５
５
１

６
５
６
６

１
１
１
１

斤
井
伽
即

９
１
９
１

５
５
３
５

３
４
４
９

２
２
２
１

■
ｂ
ｅ
■
■
■
ｇ
Ｕ

Ｏ
８
０
９

２
１
２
１

即
何
脚
問

９
１
９
１

５
５
３
５

８
９
９
４

１
１
１
１

ｂ
■
■
■
■
田
口
■

９
７
９
８

１
１
２
７

１
１

６
４
１
９

７
５
３
９

９
８
０
６

７
７
８
７

０
０
０
０

１
７
７
９

５
２
６
５

７
７
９
８

６
０
６
２

２
２
２
２

20

①

21

6

０
１
２
７

１
１
１

VEGAV

TAPPIIII

ARCH

SEIKAIHA

CAVOKII

FORTUNE

MARTHA

SONNBLUME

FORTYⅡI

Ⅳ5

6

7

③

０
０
６
０
３
０
５
３
３

５
０
３
４
１
２
３
８
９

８
９
６
６
７
０
０
０
０

１
１
２
２
２
３
３
３
３

DOU

DOU

DOU

KIH

GRA

NAK

WAG

VEN

YAM

３
３
３
３
４
３
４
０
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３

３
５
０
０

４
４
０
４

６
６
７
６

１
１
１
１

Ⅳ
師
斤
両

１
２
２
４

１
５
３
３

７
１
６
０

２
３
２
５

０
０
０
９

２
２
２
１

４
５
３
８

１
１
１

１
２
２
４

１
５
３
３

２
６
１
５

２
２
２
４

。
●
ｃ
ｃ
Ｐ
■
■
■

９
９
９
８

８
７
０
０
９
０
０
９
０

５
３
０
８
１
５
４
８
９

４
４
６
５
５
６
６
４
５

７
７
７
７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０

25157

25285

25606

23903

DNF

28555

22630

24702

22520

４
５
７
９

１
１
１

喝
⑤
８
④

８
②
４
①

３
０
０
０

３
２
０
３

７
６
７
６

１
１
１
１

〃
〃
付
け

７
０
５
０

０
４
４
３

７
８
９
９

２
１
５
１

１
９
０
９

２
１
２
１

け
け
即
仰

７
０
５
０

０
４
４
３

２
３
４
４

２
１
５
１

０
８
９
８

１１
５
８
６

２
１

４
５
０
４

２
１

へ

Bグループ

7 V7 ０
２
１
２
６
７
４
５
７
５
８
９
８

１
９
１
８
６
７
５
６
９
５
８
９
０

６
９
０
１
４
６
９
９
９
０
０
０
２

１
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

HISHIYAKAKU

DOLLYI

GAMERA

KERONIAV

MERLUZAⅡI

GREATPEOPLE

ALPHA

TSURUGI

SUMMERKNOWS

SAMOAV

BUNBLEBEEII

RUBAIYATII

MAMI

W36

ELV32

TAK31

DOU30

NAK295

NIC30

NAK295

NAK31

TAK31

U31

YAM30

NISS30

YAM30

1725 21：28,50” 10:08'50”22 １
９
２
８
３
２
３
９
４
２
５
２
３

０
６
１
４
３
１
４
６
５
２
６
１
４

３
２
３
２
３
３
３
２
３
３
３
３
３

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

26671

DNF

23124

25846

DNF

27125

24991

25590

DNF

23769

27021

DNF

24863

19

①

6

①

6

２
０
５
２
６
７
１
１

５
９
０
１
７
４
０
１
０
１
２
２

５
９
０
１
７
４
４
５
８
９

９
０２

７
８１

９
４
５

9

④

5

０
０
３

５
１
１

７
７
７

１
１
１

叩
即
脚

６
４
４

１
１
４

８
７
６

３
４
０

１
０
１

２
２
２

４
７
９

２
１
１

ｒ
〃
向

６
４
４

１
１
４

８
７
６

１
２
４

０
９
９

１ ３
２
６

２
１
１

②

8

②

8

”
〃
２
９
０
２
１
１
２
３
０
１
２
２

1653 ０
３
１
２

２
９
Ｏ
２
ｒ
ｒ
Ｏ
１
９
０１

８
２２

③③ 1720 20:44'19 9：24’19',16 11

Ⅵ

Ⅶ①

2260 RODEMV T＆P26 DNF0．6901

10 ３
５
１
９
５
９
２
２

BLUEPULSAR

SUISUI

９
０
ｌ
２
Ｙ
Ｙ
Ａ
Ａ
Ｈ
Ｈ

1810 23:44'03” ９
２
９
６
６
６
６
６
０
０

斤

３０４２２１り眞
竺J 29906

DNF

25
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お知らせ
NORC協会ニュース

本誌4月号6ページに紹介しました船舶職員法

施行令第2条関係配乗表の第一号表：小型船の表

中，外洋小型船の項で「運輸省令で定める区域」

について，会員諸氏から問い合わせがボツポツあ

りますので，4月9日付で定められた「船舶職員

法施行規則の一部を改正する省令」（運輸省令第

20号）で改正された同規則第61条第1項を掲載し

ます。なお，参考までに，主として帆を以て運航

する装置を有する船舶は，機関を有するものとい

えども帆船とみなされます。

(令別表第1号の表の運輸省令で定める区域）

第61条令別表第1号の表外洋小型船の項の運輸

省令で定める区域は，次の各号に掲げる外洋小

型船の種類に応じ，それぞれ当該各号に定める

水域とする。

l.帆船以外の外洋小型船i沿海区域の境界から

その外側80海里の線に囲まれた水域

2．帆船である外洋小型船；北緯60度の線以南で

あり，かつ，南緯60度の線以北である水域

NORCに新職員

NORC本部事務局の顔ぶれが変わりました。さき

に退職された小林常務理事の後任は河村次郎氏，約12

年間経理を担当して頂いた山崎職員の後任には矢部冨

美子嬢が決定しました。以下お二人の自己紹介です。

常務理事河村次郎
大正12年9月生

高知県出身

一
《

昭和20年神戸高等商船学校卒業，海軍1年，商船5

年，海上保安庁32年在職この間乗船勤務25年，陸上

勤務12年，航海士，巡視船船長，海上保安部長を歴任。

本年4月よりNORCに奉職。ヨットの経験は学生時

代に木造よろい張ディンギーに休日を楽しんだ程度。

目下外洋ヨットについて勉強中。海難事故の絶無を計

り，また，会員サービス第一を心がけ,NORCの発

展に微力を俸げたい。

領布物品のお知らせ

NORCでは小笠原レース記念Tシャツを頒布する

ことになりました。数量に制限がありますので，お早

目にNORC事務局までお申し込み下さい。

ズ
格
量

イ
色
サ
価
数

S,M,Lの各種サイズあり

紺地に白のプリント

2,000円

100着先着順とさせていただきます

矢部冨美子
東京都出身独身一

池ノ坊学院という花嫁修業学校を出ながら，在学中

に知り合いが持っていた24フイートのクルーザーに乗

せてもらったのが人生の別れ道。ひたすらヨットハー

バーに通い続けてl？年，そしてこの度NORCの職

員となりました。レース経験ゼロ，コミッテイー経験

多数。2年前にやっと1級小型船舶操縦士の免許を取

得しました。ちなみに車の免許はまわりの大反対によ

り持っておりません。10年以上勤められたベテランの

山崎さんにかわって経理を担当することになりました

ので，会員の皆さん会費等はいつもニコニコ現金払い

でお願いします。
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●通信委員会よりお知らせ

電波航法機器

セミナー開催

2月19日のNORC理事会で，レース時の電波航法

機器の使用が解禁され，レース規則も次回の理事会で

明確にされることになると思います。

今まで天文地文航法でレースに臨んでいた皆様も，

新航法導入，機種の選定や運用方法などで不明の点が

数多くあるかと思いますので，電波航法を研究してお

られる鹿児島大学航海計器学教室，田口一夫教授をお

迎えして，小笠原レース時の運用航跡自動記録などを

基に，下記予定でゼミナールを開催致します。会員各

位の参加をお待ちします。

日時昭和58年5月30日月曜日18時

場所船舶振興ビル10階会議室先着50名

講師鹿児島大学航海計器学教室田口一夫教授

テーマ双曲線航法概論

各種双曲線機器特長と使用可能海域

位置測定時の誤差

施工，使用，計算機能の活用方法

海ゆくロマン……

鈴木政輝油絵展
帆と潮風の詩

弓識'‐

；

篝
4

1

主催NORC通信委員会

後援協立電波工業光電製作所日本無線吉野

電気（50音順）

会場費会員500円

非会員1,000円

会友700円

展示品ロランC受信機衛星航法受信機(NNSS)

オメガ受信機その他関連資料など

参加お申し込みはNORC事務局へ先着順〆切。

無線従事者

特殊無線技士(国際無線電話）

受験勉強会

標記勉強会を下記の通り開催いたしますので，参加

希望者はNORC事務局までご連絡下さい。

場所船舶振興ビル10FA会議室

日時5月19日（木)1800～2100

5月26日（木)1800～2100

6月2日（木）1800～2100

6月9日（木)1800～2100

6月16B(木)1800～2100(予備日）

会場／東京新宿伊勢丹
新館7階美術画廊

会期／昭和58年6月18日(土)～24日（金）

水曜日定休・最終日は5時まで

－入場無料J

栄光の帆を揚げて，七つの海を馳せる大帆船.／

そして，その姿を讃えてやまぬ濤の歌，風の声。い

ま，その壮大なロマンをきびしい感性で的確にとら

えた海洋画の真髄の数々をここに展観。

＜鈴木政輝略歴＞

1924年長崎県島原市出身

1939年画業に入り，内外に作品を発表。特に，ヨ

ーロッノ母をはじめ多くの海洋国において，

各時代の帆船の研究および海の取材を続け，

本格的海洋'帆船画を制作。

1983年10月大阪において開かれるアジア初の世界

帆船祭記念作品「海王丸」か大阪市庁舎に

収蔵さる・また，同時に大阪市後援により

「鈴木政輝・大帆船海洋画展」を大阪にお

いて開催。

イワワ1
｛ど白ノ

へ

へ
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費用会員：6,000円非会員：10,000円

（上記金額には教材等は含まれておりません）

定員先着40名まで（定員になり次第，申し込みを締

め切ります）

講師岩瀬靖近(JAlLG,日本アマチュア無線連盟

理事，養成課程講師）

●いままでに岩瀬靖近氏を講師として行われた特殊無

線技士(甲)の勉強会，および国家試験出席者の合格

率は約90％の高率でした。

●今回の勉強会は，6月17日に施行される国家試験に

向けてのものですが，

今回，受験申請害を提出しなかった方

次回，受験希望の方

8月に施行予定の「電話級無線通信士」受験希望の

方の参加もお待ちしています。

津……ｼ…~…ｼ…寄亜……………シ…~~~~~……シ奇…竜………§
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新苔録艇の紹介；
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2818タックデュボアニシノミヤ9．471×

7.7969×3.0270×0.9276小出拓己／艇名の由来：自

分の名前から｡拓已(タクミ）よりタックとつけました。

／抱負：クルージングとレースと半々でがんばりたい

と思います｡／クルー：クルーはまだよせ集めで,徐々

に若い人を訓練していこうと思っています。

2448U(mu)ミューJOY26津市7.90×6.70

×2.80×1.5O伊藤恭明，武内徹郎，長野隆，松下弘，

伊藤智志(共同)／艇名の由来：進水2週間前，グルマ
プのミーティングの席で，我が名誉艇長，ドクターテ
、

ツこと武内オーナーの命名。由来は未だ？／抱負：先

代，ミニトン<KAZE>同様よろしくお願い致します。

セールナンバーは引き続き2448です。キャビン内で

マージャンをしているわけではありません。（念のた

め）／（共同オーナー紹介）：武内徹郎，外科医，我

がグループの名誉艇長，通称テッチャン。長野隆世

界の港に？あり。外洋本船2等機関士。通称オッチャ

ン。松下弘，運送会社役員。津のハーバーの名物男，

通称マッチャン。伊藤智志，我がグループ唯一の学生

ヨット部出身者｡ヘルムスマン，通称トモジクン（求〃

ヨメさん)。伊藤恭明，不動産会社のダダのサラリー

マン。陸の上ではヘルムスマンの兄でも，海に出れば

……バウデッキ。

2662ARIADNEm世なかよし295油壺三崎マリ

ン楳田敏雄,川崎辰俊,浅野良一,渡部温,木砂和久，

花田尭弘，松田記昭，秋本忠彦，福富廉石踊徹志，

小室雅美（共同）／艇名の由来：ギリシャ神話，クレ

’

｢横浜どんたく｣のお知らせ
港横浜の新しい祭「'83国際デー・横浜どんた

く」が開港記念日の6月2日～6月5日まで開催
されることとなりました。中でも6月5日には，

海上イベントとして，①〈シナーラ号〉の港内一

周無料乗船会(1400～1700)と，②「みなとみら

い21」市長杯争奪ヨットレース（横浜港～シーポ

ニア間1200スタート）が行われます。参加希望

者は下記までご連絡下さい。

記

横浜どんたく事務局横浜市中区日本大通3
横浜開港資料館内まで。

タの王，ミノスの娘。活動以来3艇目になったので，

Ⅲ世とする。アドミラルズカップレースのくアリアド

ネ〉は遭難したが，我々はそれを教訓としたい。／抱

負：安全第一を考えながら，幅広いセーリング活動を

通して仲間の夢を大きく育てたい。具体的には，国内

周航南太平洋，世界周航/NORCへの希望：特に

なし。

3177ハツ横山37高松11.25×8.60×3.87X

2.00日下正典／艇名の由来：妻，ハツ子より「ハツ』

と名づけました｡艇のスターンは,妻の横顔のシルエッ

トのデザインにしています。／抱負：オーシャンレー

スに出場予定.／高松のハツここにありといえるよ

う，クルーまたオーナー同練習に頑張ると意気込んで

います。／クルー：470級ヨット王国香川県が生んだ

名スキッパー,斉藤隆を始めとして,森敏貢,萱原健二，

またレース中に奇跡を呼ぶ田中徹，博之兄弟そのほか

新しいクルーの人達がどんどん育っております。

2995SUI-SUIハヤシ19江の島5.9×5.5×2.4

×0．95松崎孝男／艇名の由来：だれかが発案したの

をそのまま使用。特に由来はないが，名前で見る限り

微風で走りそう｡／抱負：今回のミニトンクラスの｢認

知」（数本ではあるが島回りレース参加OKとなる）

により少しはハッスル出来るか？
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ヤマハ3311はレーサークルーザーとぱ評価の府

められる機能はどうあるべき力も理想を追求し､甥

も逃さず淵らかな帆走性塵中.強風時にはグン

が息づいていま-塊キャビンはI勅グハウスを高くし

ハンギングロッカー、大型サイドシェルフな

ど海の生活に必要な要素を機能的に配置。

長距離航行を配慮し､室内の隅ずみまで快

適さを求めました。レース派の熱望に応える

帆走性能、クルージング派の期待に応える

居住性を達成して､いま日本のヨットマンに。

ヤマハ3311はレーサークルーザーとぱ評価の高いヤマハ33の海外モデルをベースに誕生｡クラブレーサーとじて十分な性能は､クルーザーに求

められる機能はどうあるべき力も理想を追求し､数かずのレース経験とヤマハの先進技術をおしみなく投入したヤマハ3311.微風時にはわずかの風

も逃さず淵らかな帆走性塵中･強風時にはｸ゙ ﾝｸ゙ ﾝと加速度を増す力強い走行性を発揮｡風を選ばないオールラウンドな走りには､海外での実紙

が息づいていま魂キャビンはI勅グハウスを高くし､ヘッ脚ﾚー ﾑ1.90m､最大幅3.36mと余裕ある空間を実現｡ギヤレミナピケータースペース､化粧室、
．
、
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主要賭元･全長10.13m/水線長8.20m

全幅3.36m吃水1.90m／船体重■4‘872k9/バラスト画■1,968k9

全ｾｲﾙ面積45.73mし/補機15馬力／バース数7名／航行区域還洋

定員'2名(近海以上8名)/燃料ﾀﾝｸ容■702/j青水ﾀﾝｸ容■'702

壁令

零鐸鹿嘩唾《

，轆燃畷學

鞘溺鱒会社蕊獺県諏鯛洲ⅧMAHA▲メインキヤヒン(左舷のリーボードキャンバスは工場特嬬


